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 中央構造線は西南日本のほぼ中央部を縦走する地質境界断層であり、近畿南部から四国にかけては第四紀に

活断層が再活動している。この活断層系の地下構造を解明することは、地質構造形成史の解明や活断層評価にとっ

て重要である。従来この活断層系は、地表トレースが直線的であることから断層面が地下で高角に傾斜していると

考えられてきた(Okada1980)。しかし 1990 年代に入りこの活断層系各地(和歌山県西部・別府湾・徳島県中部)で行

われた反射法地震探査から、三波川変成岩類と領家花崗岩を分ける地質境界断層が 30‐40°北傾斜していること

が明らかになった(吉川ほか 1992、由佐ほか 1992、伊藤ほか 1996)。さらに、深度 1km 付近までの活断層と地質境

界断層の地下トレースの関係を明らかにするために、2002 年に愛媛県新居浜市において浅層反射法地震探査が行

われた(堤ほか 2003)。その結果、地質境界断層の地下トレースは北側へ緩やかに傾斜しており、これまでに行わ

れた探査(吉川ほか 1992、由佐ほか 1992、伊藤ほか 1996)と調和的であるのが確認された。また和泉層群中の反射

面が途切れる位置と活断層の地表トレースの位置がほぼ一致するが、その下部の地質境界断層は活断層によって大

きく変位を受けていないことが明らかになった。 

 そこで本研究では、徳島県市場町日開谷川流域の中央構造線活断層系において、地質境界断層と並走する活

断層の関係を明らかにするために浅層反射法地震探査を行った。この地域は、北から領家花崗岩類、それを不整合

に覆い山地の主部を構成する和泉層群、そして断層をはさんで吉野川沿岸の低地まで分布する土柱層とその基盤で

ある三波川変成岩類で構成されており、活断層である父尾断層が地質境界断層の北側数 km を並走している(岡田

1970,1973,伊藤ほか 1996)。また伊藤ほか(1996)による反射法地震探査実施地域の約 5km 東に位置し、先の探査で

は浅層の解像度が不十分であったことから、地下構造に関して本調査と比較する上で有効であると考えられる。探

査は、2003 年 9 月 27 日～10 月 11 日に、市場町大北から日開谷川沿いに阿波町県立阿波西高校まで約 5.9km の測

線上で実施した。 

 

・データ・解析 

 観測システムは東京大学地震研究所所有の G-DAPS4(地球科学総合研究所製)、震源も同様に地震研究所所有の

MinVib(IVI 社製)を使用した。震源は P波、発振スイープ長 16 秒、発振周波数 10-120Hz であり、地震計固有周波

数 10Hz、サンプリング間隔 2ms、チャンネル数 180、チャンネル間隔・ショット間隔はともに 10m である。データ

処理は、Windows マシンで行い、解析ソフトとして Visual＿SUNT6(W‐GeoSoft 社製)を使用し CDP 重合法に基づい

て行った。 

 解析の結果、時間断面図で往復走時 1 秒付近まで反射面を確認することができた。最も強い反射面は往復走

時 0.7 秒付近の特に断層より南側で顕著に現れ、伊藤ほか(1996)の結果を考慮に入れると三波川変成岩類の上面に

相当すると考えられる。さらに地質境界断層に相当する反射面が測線南部から北側に緩やかに傾斜していることも

確認され、これまでに行われてきた探査結果と調和的であると考えられる。活断層の反射面は直接確認することは

できないが、今後詳細に解析を進め双方の関係についてさらに考察を加えていく予定である。 
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